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マ イ ラ ー 貼 合 せ 絶 縁 物 の 特 性

PropertiesofMylarCombinedInsulatingMaterials

山 県 良 介*
Ryosuke Yamagata

内 容 梗 概

マイラーの実用化に伴い,これと種々の材料(主として紙頸,ワニスクロス類あるいはマイカなど)
を地合せた,いわゆる貼合せ絶縁物が研究され,すでに数種類ものすぐれた製品が実用されるにいたつ

ている｡筆者は現在日立製作所において量産化されているこれらの新しいシート絶縁物のうち･最も実

用化の進んでいるマイラーと紙額を貼合せたものについて種々検討を加え･従来の相当品に比べて電気

的特性,耐熱性,掛こ耐湿性にすぐれており･また機械的には引裂力が強いのでスロット絶縁物として

コイル組込時の引裂けなどの事故を減じ･絶縁の信魔性を著しく高め得ることを認めた0これらの大要
を紹介するとともに,この種貼合せ材料の使用上注意を要する耐コロナ性および傷による性能の低下に

っいても言及し,さらにマイラーの主要特性について述べた｡

〔Ⅰ〕緒 言

最近の電気絶縁材料ほ合成樹脂万能の感があるが･特

にマイラー(DuPont社製ポリエステルフィルム)はこ

の程合成品のうちでも,各種性能がすぐれており,諸外

国においてはもちろん,わが国においても電気機器の各

種絶縁あるいは蓄電器の誘 材料などに多最に使用され

はじめている｡ここで当然考えられることほ,マイラー

とそのほかの種々の材料を組合せて,それぞれの特性を

生かし,さらに高性能のものとすることであり･すでに

新しい型の絶縁物が製造されるに至っている0

貼合せ材料としてほ,その要求される特性あるいほ耐

熱掛こより,クラフト紙,プレスボード,石綿紙･マイカ,

パルプマイカ,ガラス和あるいはワニスガラスクロスな

どが用いられ,貼合せ方法としてもマイラー片面･マイラ

ー両面および貼合せ材料を両面としてマイラーを中間に

はさんだものなど用 によって色々である｡日立製作所

においても以前より,これらについて試作研究し･すでに

紙煩およびマイカとの貼合せ品について量産しており,

前者は主としてスロット絶縁物などに･後者は主として

素線絶縁およびアース絶縁などの川 に供されている｡

者は,これら貼合せ絶縁物のうち紙類との貼合せ品

について,主にスロット絶縁を対象として,従

スクロス と紙類との貼合せ絶縁物と比

について報告する｡

のワニ

験した結果

〔ⅠⅠ〕マイラーの主要特性

マイラーの特性については,すでに文献(1)~(4)あるい

は塾録(5)などで報告されているが,ここでは筆者が行つ

た試験結果のうち,加熱射ヒ相生,耐湿特性および高温

特性につ

D-Type

いて
｡マイラーにはA-Type,C-Type･

の3桂があり,A-Typeは一般電気絶腐用･

口立製作所目立絶縁物工場

引張強度lたて方向

(kg/15mm幅)横 方 向

伸 び たて方向

(%)

引 裂 力

(kg/20mm帖)

破顔電J王

(kV)

i横 方 向

lたて方向

.横
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㌧空 気 中
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変圧器油中

体積国有抵抗(出Cm)
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加熱収縮率

(%)

吸 水 率

(%)

4

5

150DC-24時間

175JC-24時間

2000C-24間時

250C浸水1日

250C浸水4日

250〔浸水32日

1.1×10】4

8.5

1.3612.10;* 0

1.8012.691** 0

2･96l5･00】…;…告
て0.15

こ 0.20

0.52≡0.54妄4.2†(8.3)

0.62 0.6617.1†(10.3)
l

0.87■1.29

引裂刀は=日立式引裂力測定法‥による値を示す

破壊竃圧の測定は1in¢平円板電極による

*･‥100⊃C-24時間加熱,**=･125度一24時間加熱,

***･=150〇C.一24時間加熱｡

†･=()内にほ,400C-100%RI坤における吸水率を示す

マイラ〉の機械的特性でたて方向,横方向の差ほはとん
ど認められない

C-Typeは高温の電気特性がすぐれ,電気絶縁用のほか,

高温蓄電綜の誘電材料としても用いられ･D-Typeは非

常に 明度が高く,ガラスの代用などの特殊用

られる｡しかし筆者の

に用い

果では,実用的にはA･Type

と C-Type の特性の差はほとんど認められなかった0

マイラーと黒色ワニスクロスの比較試験の一例を弟】表

に示した｡マイラーはワニスクロス摂あるいは一般のプ
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第1図 マイラーおよびワニスクロスの加熱,

吸湿(400C,90%RH),浸水による破壊電

圧の変化
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第2図1500C加熱によるマイラーの引張強度の低下

ラスチックスに比して電気的,機械的にすぐれており,

しかも薄いフイルムでありながら特性のバラツキが少い

ので電気絶縁用として高い信板度が期待できる｡ただし

厚さ1mil以下の極く薄いものでは破壊電圧のバラツキ

などから考えて,比較的多くのピンホールあるいはそれ

に類似の欠点が予想されるので,テーピングなどの重ね
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第3図 加熱によるマイラーの伸びの低下
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第4図1500C加熱によるマイラーの引裂力の低下

巻き使用ほ別として,これらの薄いものを1枚のみで使

用することは避けるべきであろう｡耐熱性はⅠ.E.C.の温

度区分でE程とされており,プラスチックフィルム中で

は高い耐熱性を有している｡弟ト4図に加熱劣イヒ特性

を示す｡劣化ほ1500C以上の温度で行ったが,1500Cで

は改壊電圧は加熱初期にいくぶん増加し,30日後も低

下を認めず,機械的強度の低下も比較的少い｡1750Cお

よび2000C劣化においては,11日間加熱後も破壊電圧は

低下を認めなかったが,機械的強度の低下は著しい｡こ

れらのことから,加熱劣化は電気的特性よりも,機械的

特性で大きく支配されるものと思われる｡伸びの低下

率より劣化の見かけの活性化エネルギーを求めると約

22kcal/molであった｡第4図に示した引裂力は,ワニ

スクロス頸の約5kg,マイカペーパ類の約2kgに比べて

非常に大きく,これはマイラーの実用上の大きな特長で
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第5国 空気中および変圧器油中における

マイラーの破壊電圧の温度特性

ある｡耐湿性の一例として示した吸湿後の破壊電圧の低

下ほ弟】図にみるように,ワニスクロスに比べて非常に

少く,また同様処理後の体積固有抵抗の低下,tan∂･∈の

増加も少く,すぐれた耐湿性を示している｡第5図に破

壊電圧,第d図に体積固有抵抗の温度特性を示したが,

高温においても高い電気特性を有している｡しかしなが

ら,耐コロナ性に関して設計上に難点があり,またプラ

スチックフィルムの一般的傾向である加熱収縮率の大き

いことおよびマイラーにおいては特に静電気を帯びやす

いことなどは,ワニスクロス類などに比べて,みのがせ

ない欠点であろう｡

〔ⅠⅠⅠ〕供試貼合せ材料

マイラーはC-1mil,A-1.5milA-2milを採用し,貼

合せ材料としてほ,種々の厚さのクラフト拭およびクイ

ンチラー(アスベストファイバーを接着剤で結合した絶

材料で,米国Johns･Manville社の商品名),プレス

パン,レッドロープ紙(この3瞳についてほ常態特性の

みを測定)を選んだ｡なお比較試料として,下記製品に

ついて同様の試験を行った｡

(1) アメリカ製
口.

=lト No.1,2milマイラー十5工nil

ラグ紙

No.2,1milマイラー+3mil

クインチラー

(2)従来の相当品:PBC-K-0.3皿皿(7mil黒色斜

目ワニスクロス+5milクラフ

ト統)

(以下単にPBCと略記する)

従来のスロットライナーの代

表的なもの｡
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第6図 マイラーおよびワニスクロスの体

積固有抵抗の温度特性

引詭試験捜

の下部チャツク

｣

第7国 引裂力測定用試験金具および試験片の配置

〔ⅠⅤ〕試 験 方 法

(1)破壊電圧:上郡,下郡ともに1in¢(25mm¢)

平円板電極(電極端0.1mmR)を使用し,短時間破

壊法によって測定した｡

(2)引張強 幅15mm,長さ約150皿mの試験片

をとり,チャック間隔を100mmとして,ショツパ

ー式引張試験機で測定｡

(3)引裂力:引裂力の測定には程々の方法がある

が,本試験においては,スロットライナーの引裂け
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第8図 引張試験機および試験金具の配置

状態を模擬した"日立式引裂力測定方法"により測

定した｡すなわち幅20mm,長さ約200mmの試験

片をとり,弟7図に示した試験金具の屈曲部を通し

て2歪に折曲げ,引張試験機で 鹸金具の上端と,

試験片の下端を引張り試験片の折曲げ部分の引裂力

を測定する｡弟8図には引張試験機,および

其の酉己置を示した｡

験金

(4)体積周有抵抗:50皿皿¢の水銀またはカーボン

ブラック塗布電極を使用し,直偏法によりDC-500V

l分間充電後の値を測定した｡

〔Ⅴ〕試験結果およびその老察

(り 常態特性

各種貼合せの常態特性を弟2表に示した｡

(A)破壊電圧

第1表のマイラー自体の値との比較からわかるよ

うに,毅壊電圧ほ大部分マイラーの値で決定され,

貼合せ材料の桂 および厚さはあまり影響しない｡

接着剤の付着量によってほ幾分変化するが,これ

も大差ほ認められない｡したがって,マイラー貼合

せ絶縁物では かなり厚さを滅

じても高い破壊電圧が期待できる｡また屈曲の影響

をみるために,試料を180度および360度に折曲げ

てその部分の破壊電圧を測定したが,マイラー貼合

せのものではほとんど変化なく PBCでは常態値の

約10～20%の低下を認めた｡またPBCは常態にお

ける値は9～10kVで,1b50C-1時間の処理後ほ

第2表 各種貼合せ絶縁物の試験結果

貼合せおよび厚さ
(mil)

マイラー紙

製品厚さ

milmm

破壊

電圧

(kV)

引張強度
(kg/

｣5mm幅)

忘芸柄方向

引裂力
(kg/
20mm幅)

芸忘横方向
12.5r O.318

A-2

A-1.5

C-1

A-2×2

A-1.5×2

C-1×2

A-1.5 5×2

A_1.5l12.4※

5**

P.B.C.-K O.30

20.8｣21.0

13.6

5.4.■12.9

0.240

0.206111.4

8.610.217

6.710.170

4.910.125

7.4l~0.189 15.9127.9

11･3l7･3≠8･1
注=(1)厚さは各50回,破顔電圧は各20臥引張強度および引裂

プJは各7回測定の平均値を示す

(2)マイラーのA,CほType A,Type Cを示す｡

(3)猿…レッドロープ紙,※憲･=プレスパン,姑※猪…タイ

ソテラー,無印はすべてクラフト紙
(4)*…Ⅰ社製クインチラー貼合せ晶,増･･･Ⅰ社製ラグペー

パー貼合せ晶

(5)×2と記したのは両面貼合せを示す

表記の値に上昇したが,このことからPIiCほ常態

において吸湿の影響が著るしいことがわかる｡

(B)引張強度

引張強度ほ,大部分紙の強度により決定されるの

で,貼合せる耗の選択によって適当な強度を得るこ

とができる｡

(C)引 裂 力

眉間絶縁などにおいては別であるが,スロットラ

イナーでi･ま引裂力は非常に重要な特性である｡すな

わちスロット内にコイルを組込む場合ほ,その成形

上コイルエンドの部分でスロットライナーにかなり

の勇断力が加わる｡すなわち小型機器の拾い込コイ

ル組込の場合には,コイルエンドが短かく,さらに

成形時にかなりの衝撃的な圧力を加えるため,従来

のスロットライナーではスロットの端で引裂かれて

絶縁不良を起すものがあった｡この点マイラー貼合
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第10図 マイラー鮎合せ品およびPBCの体
積固有抵抗の温度特性

せ品ほ第2表に示したように,従来のものに比べて

引裂力がはるかに強く,絶縁作業を容易にするとと

もに,絶縁の信煩度を著しく高めることができる｡

特にマイラー貼合せ絶縁物が,主として小型機凝濫

使用されている現在においてはきわめてのぞましい

特長といえよう｡

引裂力の値は,引 強度とほ逆にその大部分がマ

イラー自体の値で決定されさるので,薄いものでも

かなり大きい｡

(2)高温特性

弟9図に破壊 圧の温度特性を示す｡PBC は温度上

昇に伴う低下が大きいが,マイラー貼合せ品は初期にい

くぶん低下するが,それ以後140～1500Cまでの低下ほ少

い｡これは,策5図のマイラー自体の特性との比較から
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第11図 熱軟化変形度試験装置

Jノート(可卵割左し)三'-ミ■言

β膵r可塑剤左し)〟-Z知Z
-

P粁シート描棚別冊(β伊〝捌 β拍/丁

0/.
肝(7肝〟狗押～肋ノZ

マイラー

ト

r耽シートr肝個ノ(タンのデノ御先瞳は)

月一飯〟
ロ

ヨ

Pげ.仰の張合は/凧Ⅶβ
としたがマイラーの場合

は仁れては破れ広かった

のて戊/鵜沼としたt,

l

マイラー
占イ脚Z

ゝ
＼

ヽ
＼

+

旧 通__

使l

.L面~元｢〝■ 〟.脚∴傑.櫛㌧儲㌧髄㌧甜∴調㌧御∴御

温 度(℃)

第12図 マイラー,PVCシートおよびPVF

シートの熱軟化破れ荷重

わかるように,常温においては貼合せ紙および接着剤が

分担する耐電圧が有効にきいているが,高温において

は,それらの減少により大部分がマイラー自体の値で支

配されるためであろう｡体積固有抵抗の温度特性を弟

10図に示した｡マイラー貼合せ品はPf;Cに比べ2～3

桁高い値を示してをり,抵抗pの対数と絶対温度Tの

逆数の間に(1)式で示した直線関係が成立する｡

P=Poe加

ただし po,g:定数

烏 :Boltzman定数

マイラーの電気伝導過程匿おける活性化エネルギーは,

36kcalと報じられている｡PBCではβの低下が約90度

前後で異なるが,高温部においては,ワニスの硬化など
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第13図1000,1258,1500C加熱による破壊電圧の低下

によりその伝導過程に変化をきたすためであらう｡な

お,おのおのの温度範囲では,国中に点線で示したよう

に上記直線関係がおよそ成立するように思われる｡

次に高温における軟化変形について述べる｡プラスチ

ックフィルムをスロット絶縁物濫使用する場合に重要な

ことは,高温で加圧された状態で軟化変形の少いことに

ある｡しかし一般のプラスチックフィルムが,すぐれた

特性を持ちながら,この種絶縁物への応用をかえりみら

れなかった大きな理由は主として熱軟化変形の大きいこ

とにある｡この点を検討する一手段として,弟Il図に

示すような装置でマイラーの熱軟化変形性をPVC(ポリ

塩化ビニル),PVF(ポリビニルフォルマール)シーIと

比較試験した｡すなわち熱盤の温度を変化させ,各温度

･こ●.1ミ
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第14図1250,1500C加熱による引張強度の低下

第39巻 第10号

においてタングステン棒で試験片に圧力

を加え,試験片が破れた時(テスターの

振れで知る)の荷重をバネ秤で測定し

た｡このようにして得られた温度と荷重

の関係を弟12図に示す｡図より明らか

なように,マイラーはPVCおよぴPVF

シートに比べて耐熱軟化性が大きく,

1000C以上の温度においても,かなりの耐

圧力性を有することを認めた｡また高温

加圧による破壊電圧の低下傾向からも同

様の結果が得られており,これらの事実

から考えて,マイラー貼合せ絶縁物はス

ロット絶縁用としてすぐれた特性をもつ

ことがわかる｡

(3)加熱劣化特性

加熱劣化試験として100,125,1500C～30日間加熱に

よる電気特性および機械特性の劣化を調べた｡加熱によ

る破壊電圧の低下を弟13図に示したが,PBCはいずれ

の温度においても低下しており,1500Cではその低下が著

しい｡マイラー貼合せ品においては,まず1500C加熱の場

合にみられるように日立製晶 アメリカ製製品とも加熱

初期には大きく低下するが,ほぼ20日経過後にはほとん

ど変化しなくなる｡これは加熱初期において,すでに貼

合せ紙および接着剤が劣化してしまい,以後ほマイラー

自体の耐熱挙動(弟1図参照)を示すためと考える｡1250C

加熱においては,加熱初期の低下は少く,さらに1000C

加熱ではほとんど低下が認められないが,紙および接着

剤の耐熱性およぴその加熱劣化を考慮すると,ある程度

の加熱後には1500C加熱の場合と同様の憤向を示すもの
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第15図1250,1500C加熱による引裂力の低下
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による破壊電圧の低下

註①こ:=芦昌乞;忠言㈹串朋)
〝

㌦

J～

瑠
∫

J

〟

〝

②マイラー貼合せ昌は呪塁および浸水
/J臼後モ〟岬(∬-C澗)以上てあ5｡

ちほ吊態ほ飢､てガ郡¢水銀電嵐
βC-J〃/J分間充電後の値左測定

l

l

l

ヽ

"
X

×-

､×

ク 4 J β 〟 〝 〟 J

処理日数

第17図 PBCの400C-90%RH中吸湿および

浸水による体積固有抵抗の低下

と思われる｡加熱初期の低下が日立製品に較べてアメリ

カ製品は 激であるが,これほ接着剤の耐熱性の差によ

るものと考えられる｡同時に試験したアメリカ クイン

テラー貼合せ晶の低下は少いが,この理由ほクインテラ

ーが耐 性に優れているのでこの程度の加熱では劣化

しないこと,およびこの貼合せにおいて常態の破壊電圧

がすでに大部分マイラーによるものであることなどから

説明できよう｡なお1500C～30日間加熱後の値は弟l表

のマイラーの値よりいくぷん低くなっている｡

体積固有抵抗ほ1250C～30日間加熱後も1015ncm以

上の値を示してほとんど変化なく,一方PBCも1日間
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第19図 モデルスチーターの吸湿による絶

縁抵抗の低下

の加熱で1015QcIn以上に上昇した後は低下を認めら

れなかった｡弟14,15図に機械特性の劣化状況を示す｡

図で明らかなように機械特性の劣化は大きく,弟2,4

図との比較からわかるように,紙および接着剤の加熱

劣化は,マイラー自体をもかなり硬化させることがわか

る｡しかし劣化後の機械特性としては,その強度は実用

上あまり要求されるものでほなく,必要とするのは劣化

後も.どの程度の柔軟性を保持しているか,ということで

あり,この程産まで熱処理されると,PBC は完全に硬

化してしまい,手でもむとボロポロになるのに対し,マ

イラー貼合せ晶でほ,紙はPBCと同様に硬化するが,

マイラーフイルムほまだ柔軟性を しているので,機器

の振動などに対してもかなり安全性が高いと考えられ

る｡

以上の加熱劣化試験のみで,厳密な意味での耐熱度

あるいほ,寿命をうんぬんすることは困難であるが,

Whitman民らの行ったマイラーの加熱劣化試験(6)など

とあわせて考えた場合,マイラー貼合せ絶縁物の耐熱度

は,一般A桂電気絶縁紙との貼合せ品はA瞳と考えるの

が安全であり,クインテラーなどとの貼合せ晶はB種と

考えてよかろう｡なおマイカそのほかの耐熱度の高いも

のとの貼合せ,およびその使用条件によってほさらに高
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い耐熱性を期待できるであろう｡

(4)耐 湿 性

弟1る図に吸湿による破壊電圧の低下を示した｡PBC

の低下が著しいのに比べてマイラー貼合せ晶では吸湿初

期にわずか低下するのみで,それ以上はほとんど変化し

ない｡また吸湿による体積固有抵抗の変化を第17図に

示した｡マイラー貼合せ晶は貼合せ紙の吸湿ほ大きいが,

マイラーがほとんど吸湿による低下をきたさないので,

吸湿処理後も1015ncm以上の高い値を示している(体

積固有抵抗の測定においては測定装置の精度から1015n

C二n以上の値は測定し得なかった)｡またPBCのワニス

クロス面における400C-90%RH中で24時間吸湿後およ

ぴ24時間浸水後の表面固有抵抗はそれぞれ1.3×1010n,

9.4×10甘ぇに低下するが,マイラー貼合せ品のマイラー

面の値は1014Q以上であった｡以上に述べたようにマイ

ラー貼合せ絶縁物は非常な高湿条件下においてもその

気相性がほとんど低下せず,高い

とが明かになった｡

気絶緑･生を有するこ

(5)モデルステ一夕の吸湿抵抗

弟18図に示すようなモデルスチータを400C-90%RH

の恒温恒湿槽内にセットし,吸湿による絶縁抵抗(ビニル

ホルマール繰とステ一夕間)の低下を測定した結果を

策19図に示した｡ステータ(A)はまつすぐなビニルホ

ルマール線を挿入したもので,ステータ(B)は実 の状

態にビニルホルマール線を組込んだものである｡スロッ

トライナとしては,PBCおよびマイラーA-1.5ミル+10

ミルクラフト紙貼合せを比較した｡国中常態と記したの

は,ステ一夕を恒湿槽内にセットしで恒湿槽 転前の抵

抗を示し,吸湿時間0と記したのは恒湿槽を運転してち

ようど400C-90%RIlに調節された時の抵抗を示す｡囲

にみるようにマイラー貼合せ品の方がPBCに比べても

ちろん高い抵抗を示しているが,吸湿後絶縁抵抗は1桁

以上低下する｡この原因は高湿中におけるマイラー貼合

せ絶縁物の絶縁抵抗が吸湿した紙の表面抵抗によって大

きく支配されるためであろう｡したがって実 のモータ

においてマイラー貼合せ品のすぐれた耐湿性を十分発揮

させるためには,コイル組込後のスチータを,耐湿性の

すぐれたワニスなどで処理して紙も十分防湿することが

必要である｡

(る)実用上注意を要する特性

本項では,マイラー貼合せ絶縁物を使用するに当って

注意を要する二,三の特性について

(A)耐コロナ性

絶縁材料を長時間コロナにさらした場合,材料の

耐コロナ性あるいは使用条件の差異による,時間の

長短はあるが,いずれはコロナによって侵食される｡

したがって絶縁材料を使用する場合,一般的に考

第39巻 第10号

第3表 各種貼合せ絶縁物のコロナ発生電圧(Ⅴ)

往こ(1)上表値は各5回測定の平均と()内にバラツキを示す

(2)測定法ほ下関のとおりである

えてつねにその絶材のコロナ発生電圧以下の電圧で

使用する必要がある｡各種プラスチックスの耐コロ

ナ性は弗 は極端に弱いが,Dakin氏の報告(7)

などによると,マイラーもほかのものに比べて比較

的弱いといわれているので,この点に特に注意を要

する｡したがってマイラーの破壊電圧が高いため,

その破壊電圧のみを考えて非常に高い電界強度で使

用することは危険であり,マイラー貼合せ絶縁物を

使用して,高圧用機器を小型化する場合など,この

点の十分な検討が必要であろう｡ただし低圧機器に

おいてほ問題とならない｡轟3表にマイラーおよぴ

マイラー貼合せ絶縁物のコロナ発生電圧を示した｡

絶縁物のコロナ発生 圧は(頼)(≠:絶縁物の厚

さ,三:絶縁物の誘電率)の函数として理論的に求

めることができ,これに関してHaIleckの報告(8)も

あるが,Dakin氏(7)などは筆者と同様な方法で測定

したコロナ発生電圧の実験式として(2)式を発表し

ており,この或はかなりの信顧性があるようである｡

Ⅴ=ア20
0.46

ここで Ⅴ:コロナ発生 圧(Ⅴ)

絶縁物の厚さ(血1)

絶縁物の誘電率
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表中に吸湿後の値を示したが,吸湿は主として紙の

部分において行われると思われ,紙の誘電率が著し

く増大し,印加電圧の大部分がマイラーで分担され

ることになる'ためそのコロナ発生 圧ほマイラーの

みの値近くまで低下する｡

(B)傷による性能の低下

マイラー貼合せ絶縁物を佐川するに当って江意を

要する問題として,さらにマイラーの傷による被れ

などの問題がある｡従 のPBCなどにおいては,

貼合せのワニスクロスが厚くまた基材として綿布が

あるので,スロット内面の凹凸などにより簡単に被

れたりすることはないが,マイラー貼合せ絶縁物の

場合には一般にきわめて いマイラーが使用される

ため前者に比べて比較的破れやすい点がある｡この

点を ベるために,実 のスロットおよびサンドペ

ーパーを用いて,それらでこすられた場合の破れ,

あるいほ傷による破

その

電圧の低下をi してみた∩

果マイラーフイルムはスロッ1､のような連続

した凹凸面に対してはかなり強いが,サンドペーパ

ーのような断続的のシャープな凹凸面に対しては破

れあるいは傷による破壊 圧の低下が大きいことが

わかった｡しかしこれに紙を貼合せると紙が破れな

い限り,上記のような危険性はなく,スロット組込

時の屈曲あるいは加圧などに対してほ,PBC より

もむしろすぐれていることを認ダ)た?したがって本

貼合せ絶縁物の使用に当ってほ必ず紙面がスロット

の鉄板面をこなるように依田L,使用状態iこよっては,

貼合せ紙の厚さも適当なものを選ぶ必要がある｡ま

たマイラーフイルムで厚さ1milのものほ1.5皿il

以上のものに比べて比較的破れやすいので,破壊

圧のバラツキあるいは上記の耐コロナ性などの点も

考え合せて,スロッ1､ライナ用としてほ,1.5皿il以

上のマイラー貼合せを使用するのが安全であり,か

つすぐれた電気絶縁性が得られると考える′つ

〔ⅤⅠ〕結 ロ

マイラー貼合せ絶縁物の特性について櫨々述べたが,

本製品は従来の相当品iこ比べて,一般電気特性にすぐ

れ,また引裂力が非常に強いことはスロット絶縁材料と

して使用した場合スロット組込時の作業性をよくすると

ともに,絶縁の信頼性を

ほ,一般 貼紙緑
1ト‥

二しく高める｡.耐熱性として

合せのものほA種,クインチ

ラーなどを貼合せのものではB種と考えられる｡また耐

湿性にすぐれ,吸湿後も破壊電圧の低下は少く,体積固

有抵抗も1015∫1cm以上の高い値を有する｡しかし高

湿中における絶縁抵抗は,吸湿した紙面の表面抵抗の影

響で,常態値に比べてかなり低下するので,モータの高

湿条件下の絶縁抵抗保持に,マイラーのすぐれた耐湿性

を十分沼用するためにほ,スロッ†組込後十分な防湿処

理を行う必要がある｡使用上注意を要する点として,耐

コロナ性,傷による性能の低下の問題があるが,前者は本

貼合せ絶縁物が主として低圧小型機器に使用されている

現在では問題なく,傷に対しても貼合せ紙の選択および

使用方法(傷を受けやすい面に紙面を使用するなど)な

どによってその危険性を防ぎうる｡また貼合せに使用す

るマイラーとしてほ,外国においては2milのものが多

いようであり,筆者の試験結果からも,1milのもので

はその特性上いくぶんの難点があるので,性能を十分発

するためには,1.5mil以上のものを使用すべきであ

ろう｡

これらの貼合せ絶縁物の用途とLては,現在のところ

外国においても多量生産を行う小型機器のスロット絶

線用が絶対的に多いが,マイラーとクインテラーの貼合

せ晶はクインチラーの強度を補強してテーピング用にも

容易に使用できるようになり,今後他方面への応用が既

得できよう｡

終りに,本研究に対し種々御指導賜わった東北大学教

授鳥山博士,日立製作所日立絶縁物工場日月,鶴田両博

こ上,柵橋,松島両

克己君に深く感

長および終始試験匿協力された矢代

申しとげる次第である｡
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フ ロ ア コ ン ト ロ
ー

ラ

この発明はエレベータの信号回路を制御するフロアコ

ントローラの改良に係るものである｡図において1～4

はそれぞれ問操Gを介して直列に配列した各階用セグメ

ソト,Bl,Bllほ乗籠と相似的運動をもって矢印方向に

摺動する刷子であって,Blは主刷子Bllほ主刷子に先行

する補助刷千である｡Sl～S3は各セグメント間を直列に

接続したセレン整流器,21～24は各階床に設けた呼びボ

タンの押圧によ′り動作する継電器の接点,30ほ応動継電

器である｡図ほ責儲が一階に停止中のフロアコントロー

ラの状態を示すもので,主刷子Blはセグメこ/ト1に接
触しており,セレン整流器Sl,S2,S3を介して各階床継

電器接点21～24の回路ほ準備されている｡ゆえにたと

えば三階の待客が呼ボタンを押して接点23を閉じると

(+)一Bl-1【Sl-S2･一S3-23-30-(-)の回路が閉じ,

応動継電器30が動作する｡乗寵が三階に向って起動する

と主禰両刷子Bl,Bllも乗籠と相似的運動をもって矢印

方向に摺動し,主刷子Blが間隙Gにおいてセグメント

1との接触が聞かれる以前に主刷子に先行する補助刷

子Bllがセグメイト2に接触して間隙Gにより上階の信

号回路が遮断され継電器30が消勢される不都合を防止

することができる｡

従来のフロアコントローラは,たとえば四階床の場合

ほ4個の長さ異なるセグメントを並設し,各セグメント
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を摺動する4偶の刷子を必要としたが,この発明によれ

ばセグメントの材料および刷子数を節減し小型密実に設

計することができる｡
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